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今までの戸籍

籍　本平
成
九
年
拾
弐
月
弐
拾
四
日
編
製
○印
 

昭
和
四
拾
八
年
四
月
五
日
座
間
市
で
出
生
同
月
拾

壱
日
父
届
出
入
籍
○印
 

平
成
九
年
拾
弐
月
弐
拾
四
日
栗
原
恵
子
と
婚
姻
届

出
座
間
市
栗
原
五
千
番
地
座
間
太
郎
戸
籍
か
ら
入

籍
○印
 

神
奈
川
県
座
間
市
緑
ヶ
丘
一
丁
目
壱
番

名　氏
　

座　

間　

勇　

作

父母夫生出
　

座
間　

太
郎

　
　
　
　

直
美

　
　
　
　

勇　
　

作

昭
和
四
拾
八
年
四
月
五
日 弐男

B４又はB５版のピンクの戸籍用紙

○
作
成
時
間
の
短
縮

　

こ
れ
ま
で
、
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
を
受
理

し
て
か
ら
新
し
い
戸
籍
の
完
成
ま
で
、
二
週
間

以
上
必
要
で
し
た
が
、
こ
の
期
間
が
二
〜
三
日

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
記
載
内
容
の
正
確
性
を
確
保

　

戸
籍
の
作
成
・
変
更
時
に
、
記
載
内
容
に
つ

い
て
の
誤
っ
た
入
力
お
よ
び
戸
籍
法
と
の
適
合

な
ど
が
自
動
的
に
確
認
で
き
、
よ
り
一
層
戸
籍

の
正
確
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

戸戸籍籍事事務務にコンピュータを導入平成１３年２月５日（月）から

　これまでの戸籍は、和紙の戸籍用紙に毛筆による手書きまたはタイプライターな
どで記載され、作成から謄・抄本の発行、保管など、そのほとんどの事務が手作業
により進められています。
　この戸籍事務を電算化することにより、戸籍作成における時間の短縮、正確性な
どさまざまな面で市民の皆さんへのサービスが改善されます。なお、窓口での取り
扱いは２月５日（月）からとなりますが、２月３日（土）の届け出事項から電算化の対
象となります。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民課�０４６（２５２）８０８４・�０４６（２５５）３５５０

○
証
明
書
の
交
付
時
間
の
短
縮

　

戸
籍
原
本
を
複
写
、発
行
し
て
い
た
戸
籍
謄
・

抄
本
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
検
索
、
発
行

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
戸
籍
の
氏
名
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字

は
、
正
字
・
誤
字
・
俗
字
・
書
き
ぐ
せ
な
ど
に

よ
り
、
一
つ
の
文
字
に
多
く
の
字
体
が
存
在
し

ま
す
が
、
氏
名
に
使
う
文
字
は
正
字
な
ど
（
常

用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
な
ど
漢
和
辞
典
に
記
載

さ
れ
て
い
る
文
字
）
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、戸
籍
の
氏
名
に
正
字
以
外
の
字
体
を
使

用
し
て
い
る
方
に
は
、
記
載
に
関
す
る
変
更
内

容
を
十
二
月
上
旬
に
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
戸
籍

は
「
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
戸

籍
は
、
戸
籍
法
の
規
定
に
よ
り
、
婚
姻
や
死
亡

し
た
人
な
ど
の
記
載
や
、
婚
姻
や
死
亡
に
関
す

る
事
項
の
記
載
が
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。省
略
さ
れ
た
記
載
事
項
が
必
要
な
と
き
は
、

改
製
原
戸
籍
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

戸
籍
の
電
算
化
に
伴
い
、
住
所
の
経
過
が
記

載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
の
「
附
票
」
も
電
算
化
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
附
票
は
「
改
製
原
附
票
」
と

な
り
ま
す
。
附
票
の
発
行
時
間
も
同
様
に
短
縮

さ
れ
ま
す
が
、
新
し
い
附
票
に
は
最
新
の
住
所

地
だ
け
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
住
所
の
履
歴
が
必

要
な
と
き
は
、
改
製
原
附
票
を
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

○
戸
籍
に
関
す
る
届
出

　

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、
こ
れ
ま
で
の
と

お
り
、市
役
所
一
階
市
民
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
死
亡
届
の
受
け
付
け
、
埋
・
火
葬
許
可

証
の
発
行
は
各
出
張
所
で
も
行
い
ま
す
。

○
証
明
書
な
ど
の
発
行

　

戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
な
ど
の
発
行
は
、
市

民
課
お
よ
び
各
出
張
所
で
行
い
ま
す
が
、
自
動

交
付
機
に
よ
る
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

《　戸　　籍　》

手数料説　　明
改製後の名称
（改製前の名称）

４５０円
戸籍に記載されている方全員
の証明

戸籍全部事項証明
（戸籍謄本）

４５０円
戸籍に記載されている方のう
ち一部の方の証明

戸籍個人事項証明
（戸籍抄本）

４５０円
戸籍に記載されている方の記載
内容の一部の事項（出生事項、
婚姻事項等）の証明

戸籍一部事項証明
（戸籍記載事項証明）

７５０円
除かれた戸籍に記載されてい
る方全員の証明

除籍全部事項証明
（除籍謄本）

７５０円
除かれた戸籍に記載されている
方のうち一部の方の証明

除籍個人事項証明
（除籍抄本）

７５０円

除かれた戸籍に記載されてい
る方の記載内容の一部の事項
（出生事項、婚姻事項など）
の証明

除籍一部事項証明
（除籍記載事項証明）

７５０円

今回のコンピューター化によっ
て現在の紙の戸籍が改製原戸籍
になります。その戸籍に記載さ
れた方全員の証明

改製原戸籍謄本

７５０円
上記の改製原戸籍に記載された
方のうち一部の方の証明

改製原戸籍抄本

※なお、このほかの戸籍に関する証明については、名称・手数料と
もに従来どおりです。

戸
籍
の
作
成
が

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
！

正
確
に
！

字
体
を
正
字
に
統
一

改
製
原
戸
籍

改
製
原
附
票

届
け
出
の
方
法
、
証
明
書
の
発
行

お
よ
び
手
数
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん

《　附　　票　》

手数料説　　明名　　称

３００円
戸籍の附票に記載されている
方全員の証明

戸籍の附票全部証明

３００円
戸籍の附票に記載されている方
のうち一部の方の証明

戸籍の附票一部証明

３００円

今回のコンピューター化によっ
て現在の紙の附票が改製原附票
になります。その附票に記載さ
れた方全員の証明

改製原附票全部証明

３００円
上記の改製原附票に記載された
方のうち一部の方の証明

改製原附票一部証明

A４版の改ざん防止用紙
（住民票と同じ用紙）

個人事項証明

神奈川県座間市緑ヶ丘一丁目１番
座間　勇作

本　　籍
氏　　名

【編製日】平成９年１２月２４日
戸籍事項
戸籍編製

【名】勇作
【生年月日】昭和４８年４月５日
【配偶者区分】夫
【父】座間　太郎
【母】座間　直美
【続柄】二男

戸籍に記
録されて
いる者

【出生日】昭和４８年４月５日
【出生地】神奈川県座間市
【届出日】昭和４８年４月１１日
【届出人】父

身分事項
　出　生

　婚　姻 【婚姻日】平成９年１２月２４日
【配偶者氏名】栗原　恵子
【従前戸籍】神奈川座間市栗原
　　　　　　５０００番地　座間　太郎

　　　　　　　　　　　以下　余白

新しい戸籍

��������	
�
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平成  年度

上
半
期
の
財
政
状
況

　

市
で
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
三
回
財
政
状
況
を

公
表
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
二
年
度
上
半
期
（
平
成
十
二
年
四
月
一

日
〜
同
年
九
月
三
十
日
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　

担
当　
　
　
　
　

財
政
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

は
、
債
務
の
早
期
解
消
を
図
る
た

め
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
芹
沢
川

親
水
整
備
用
地
、
市
道
改
良
用
地

の
買
い
戻
し
を
繰
り
上
げ
て
行
う

た
め
の
所
要
の
経
費
を
措
置
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
の
土

地
開
発
公
社
か
ら
の
買
い
戻
し
措

置
は
、
当
初
予
算
の
二
億
四
千
四

百
七
十
六
万
二
千
円
と
補
正
予
算

で
の
二
億
一
千
五
百
五
十
九
万
八

千
円
を
合
わ
せ
て
四
億
六
千
三
十

六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

施
設
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
安
全
上
の
観
点
か
ら
緊
急
性
の

高
い
道
路
維
持
補
修
経
費
と
し
て

二
千
万
円
を
措
置
し
ま
し
た
。
公

債
費
は
、
国
の
公
債
費
負
担
対
策

に
よ
る
臨
時
特
例
借
換
債
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
借
換
に
よ

り
将
来
的
な
利
子
負
担
が
八
百
三

十
三
万
円
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
民
生
費
は
、
児
童
手
当

の
制
度
改
正
に
よ
る
新
給
付
（
被

用
者
就
学
前
特
例
給
付
）
に
伴
う

増
額
措
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
予
算
執
行
状
況

　

九
月
末
現
在
の
歳
入
は
、
百
六

十
二
億
八
千
四
百
五
十
四
万
三
千

円
が
収
入
済
で
、収
入
率
は
五
三
・

四
㌫
で
す
。
一
方
、
歳
出
は
、
百

二
十
一
億
三
千
四
百
四
十
三
万
四

千
円
が
支
出
済
で
、
執
行
率
は
三

九
・
八
�
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左

上
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

収
入
の
う
ち
収
入
済
額
の
最
も

多
い
の
は
市
税
の
九
十
五
億
二
百

四
十
七
万
二
千
円
（
市
民
税
三
十

八
億
七
千
四
百
二
十
一
万
円
、
固

定
資
産
税
四
十
五
億
五
千
三
百
一

万
五
千
円
、
都
市
計
画
税
七
億
四

で
、
執
行
率
は
五
一
・
二
�
で
す
。

主
に
塵
芥
収
集
事
業
や
資
源
物
分

別
収
集
事
業
な
ど
の
清
掃
費
、
高

齢
者
医
療
事
業
、予
防
接
種
事
業
、

休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
診
療
事
業
な

ど
に
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
続
い

て
総
務
費
は
、
支
出
済
額
が
十
七

億
八
千
十
九
万
九
千
円
で
、
執
行

率
は
三
八
・
二
�
で
す
。
主
に
電

子
計
算
業
務
関
係
経
費
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
経
費
、
選
挙
経
費
な
ど
に
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。次
に
土
木
費
は
、

支
出
済
額
が
十
五
億
六
千
五
百
九

十
一
万
六
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

執
行
率
は
三
九
・
二
�
で
す
。
主

に
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園

の
維
持
管
理
経
費
、
市
道
の
道
路

改
良
や
維
持
事
業
費
、
市
営
住
宅

の
維
持
管
理
経
費
な
ど
に
支
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
教
育
費
は
、
小
中

学
校
の
施
設
整
備
事
業
費
や
教
育

振
興
費
、
市
民
文
化
会
館
・
市
民

体
育
館
管
理
運
営
事
業
費
、
学
校

給
食
運
営
管
理
経
費
な
ど
十
五
億

二
千
四
百
七
十
万
五
千
円
を
支
出

し
、執
行
率
は
四
一
・
七
�
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
債
費
の
支
出
済
額

は
、
十
三
億
九
千
六
百
三
万
五
千

円
で
、
執
行
率
は
三
四
・
九
�
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

臨
時
特
例
借
換
債
の
一
億
四
千
百

九
十
四
万
五
千
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

債
の
償
還
金
八
億
四
百
七
十
万
三

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

予
算
額
二
十
三
億
六
千
九
百
三
万

二
千
円
に
対
し
て
、
収
入
済
額
は

八
億
六
千
二
百
九
十
九
万
三
千
円

（
収
入
率
三
六
・
四
�
）
で
、
支

出
済
額
は
六
億
二
千
三
百
五
十
六

万
九
千
円
（
執
行
率
二
六
・
三
�
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入
の
主
な

も
の
は
、
介
護
保
険
導
入
基
金
繰

入
金
三
億
八
千
百
七
十
三
万
一
千

円
、
支
払
基
金
交
付
金
二
億
四
千

百
七
十
八
万
一
千
円
、
国
庫
支
出

金
一
億
四
千
六
百
七
十
一
万
六
千

円
で
、
支
出
は
主
に
保
険
給
付
費

に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
収
入
予
算
額
二
十
二

億
五
千
四
百
三
十
三
万
二
千
円
に

対
し
て
収
入
済
額
は
、
十
一
億
五

　

九
月
末
現
在
の
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
予
算
の
二
百
九
十
九
億

七
千
八
百
万
円
と
二
回
の
補
正
予

算
五
億
二
千
八
百
九
十
万
円
を
合

わ
せ
、
三
百
五
億
六
百
九
十
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
は
、
長
期
に
わ
た
る

経
済
の
低
迷
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
今
後
の
財
政
運
営
を
考

慮
し
、
債
務
の
解
消
と
利
子
の
軽

減
な
ら
び
に
緊
急
性
の
あ
る
事
業

な
ど
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
の
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
歳
入
で
は
、
地
方

交
付
税
二
億
九
千
百
十
八
万
二
千

円
、
市
債
一
億
三
千
七
百
九
十
万

円
、
国
庫
支
出
金
七
千
二
百
二
十

八
万
八
千
円
、
県
支
出
金
二
千
七

百
四
十
八
万
六
千
円
な
ど
が
補
正

増
と
な
り
ま
し
た
。（
右
下
表
参

照
）。そ
の
主
な
内
容
と
し
て
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
の
交
付
額
の
決
定
に
よ
る
増
、

市
債
に
つ
い
て
は
国
の
公
債
費
負

担
対
策
に
よ
る
臨
時
特
例
借
換
債

の
増
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
る

増
、
ま
た
、
県
支
出
金
は
、
国
の

経
済
対
策
に
伴
う
緊
急
地
域
雇
用

特
別
対
策
補
助
金
に
よ
る
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
歳
出
で
は
、
土
木

費
が
二
億
五
千
二
百
三
十
六
万
一

千
円
、
公
債
費
が
一
億
一
千
二
十

八
万
四
千
円
、
民
生
費
が
一
億
七

百
七
十
二
万
円
な
ど
の
補
正
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
右
下
表
参
照
）。

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
土
木
費

千
六
百
四
十
六
万
六
千
円
な
ど
）

で
、
収
入
率
は
五
七
・
一
�
で
す
。

次
に
、
地
方
交
付
税
二
十
四
億
二

千
四
百
三
十
九
万
二
千
円
（
収
入

率
七
一
・
五
�
）、
地
方
特
例
交
付

金
七
億
一
千
八
十
九
万
一
千
円

（
収
入
率
一
三
六
・
四
�
）、
地
方

消
費
税
交
付
金
五
億
六
千
三
十
六

万
九
千
円（
収
入
率
五
七
・
二
�
）、

繰
入
金
四
億
八
千
百
十
九
万
八
千

円
（
収
入
率
三
三
・
五
�
）、
国
庫

支
出
金
四
億
六
千
四
百
三
十
八
万

九
千
円
（
収
入
率
二
三
・
六
�
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

支
出
済
額
で
は
、
民
生
費
が
最

も
多
く
続
い
て
衛
生
費
、総
務
費
、

土
木
費
、
教
育
費
、
公
債
費
、
そ

の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
費

の
支
出
済
額
は
、
二
十
八
億
八
百

三
十
四
万
九
千
円
で
、
執
行
率
は

三
四
・
八
�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
お
年
寄
り
や

障
害
者
の
方
々
に
対
す
る
扶
助

費
、
保
育
園
・
児
童
館
の
管
理
運

営
費
な
ど
に
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
衛
生
費
の
支
出
済
額
は

十
八
億
二
百
二
十
三
万
二
千
円

　

特
別
会
計
の
執
行
状
況
は
、
左

下
表
の
と
お
り
で
す
。
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
は
予
算
額
七

十
六
億
五
千
四
百
七
十
三
万
二
千

円
に
対
し
て
収
入
済
額
は
二
十
九

億
五
千
三
百
七
十
七
万
一
千
円

（
収
入
率
三
八
・
六
�
）
で
、
支

出
済
額
は
二
十
七
億
三
千
八
百
十

二
万
円
（
執
行
率
三
五
・
八
�
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入
の
主
な

も
の
は
、
国
民
健
康
保
険
税
十
一

億
二
百
二
十
四
万
二
千
円
、
国
庫

支
出
金
八
億
二
百
四
十
九
万
二
千

円
で
、
支
出
済
額
は
、
保
険
給
付

費
十
七
億
一
千
九
百
三
万
一
千

円
、
老
人
保
健
拠
出
金
七
億
八
千

五
百
二
十
六
万
五
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
予
算

額
五
十
八
億
一
千
四
百
十
八
万
五

千
円
に
対
し
て
、
収
入
済
額
は
二

十
四
億
五
十
万
円（
収
入
率
四
一
・

三
�
）
で
、
支
出
済
額
は
二
十
三

億
三
千
百
七
十
万
六
千
円
（
執
行

率
四
〇
・
一
�
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
収
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払

基
金
交
付
金
十
五
億
二
千
五
百
六

十
万
九
千
円
、
国
庫
支
出
金
五
億

二
千
六
百
四
十
九
万
六
千
円
で
、

支
出
は
主
に
医
療
費
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
予
算
額
四
十
九
億
四
百
九
十

九
万
四
千
円
に
対
し
て
収
入
済
額

は
十
六
億
九
千
九
百
六
十
一
万
六

千
円
（
収
入
率
三
四
・
七
�
）
で
、

支
出
済
額
は
十
三
億
一
千
三
百
二

十
八
万
四
千
円
（
執
行
率
二
六
・

八
�
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入

の
主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
六
億
円
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
七
億
一
千
百
八
十
六
万

円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
三
億

五
千
百
八
十
八
万
一
千
円
で
す
。

ま
た
、
支
出
済
額
は
主
に
建
設
費

二
億
四
千
八
百
二
万
七
千
円
、
市

●一般会計予算と収入済額（歳入）�

０� １０� ２０� ３０� ４０� １００�１５０�２００億円�

市 税 �

予 算 額 �

収入済額�

繰 入 金 �

県 支 出

国庫支出金�

市 債 �

地方消費税交付金�

地方交付税�

そ の 他 �

１６６億４，９７７万６千円�

９５億２４７万２千円（５７．１％）�

３３億９，１１８万２千円�

２４億２，４３９万２千円（７１．５％）�

１９億６，７０９万５千円�

４億６，４３８万９千円（２３．６％）�

１４億３，５３４万１千円�

４億８，１１９万８千円（３３．５％）�

１３億４，３２０万円�

１億３，７９０万円（１０．３％）�

１２億２，８０４万円７千円�

２億９，６９８万円（２４．２％）�

９億８，０００千円�

５億６，０３６万９千円（５７．２％）�

２９億１，９２３万８千円�

２２億８，９５５万９千円（７８．４％）�

諸 収 入 �
５億９，３０２万１千円�

１億２，７２８万４千円（２１．５％）�

１０�０� ２０�３０�４０�５０�６０�７０�８０�９０�１００億円�

●一般会計予算と支出済額（歳出）�

民 生 費 �

予 算 額 �

支出済額�

総 務 費 �

公 債 費 �

土 木 費 �

教 育 費 �

衛 生 費 �

消 防 費 �

そ の 他 �

８０億６，９５６万２千円�

３９億９，９４０万５千円�

１３億９，６０３万５千円（３４．９％）�

３９億９，２７３万９千円�

１５億６，５９１万６千円（３９．２％）�

３６億５，６８８万９千円�

１５億２，４７０万５千円（４１．７％）�

３５億１，６８８万円�

１８億２２３万２千円（５１．２％）�

１５億７，２６５万円�

７億１９３万１千円（４４．６％）�

１０億３，９１３万４千円�

５億５，５０６万６千円（５３．４％）�

４６億５，９６４万１千円�

１７億８，０１９万９千円（３８．２％）�

２８億８３４万９千円（３４．８％）�

百
二
十
九
万
一
千
円
（
収
入
率
四

九
・
〇
�
）
で
、
主
に
水
道
料
金

九
億
三
千
七
百
二
十
一
万
三
千

円
、
受
託
料
七
千
百
六
十
五
万
九

千
円
、
水
源
開
発
費
等
負
担
金
六

千
百
三
十
二
万
円
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
支
出
予
算
額
三

十
億
四
千
九
百
二
十
九
万
三
千
円

に
対
し
て
、
支
出
済
額
は
六
億
七

千
二
十
四
万
二
千
円
（
執
行
率
二

二
・
〇
�
）
で
、
主
に
営
業
外
費

用
の
企
業
債
利
息
七
千
二
百
七
十

三
万
六
千
円
、
建
設
改
良
費
の
工

事
請
負
費
九
千
三
百
一
万
一
千

円
、
企
業
債
償
還
金
の
元
金
償
還

金
六
千
六
百
七
十
三
万
七
千
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
給
水
量
（
有
収
水
量
）

は
前
年
同
期
に
対
し
〇
・
九
�
増

の
七
百
三
十
万
五
千
三
百
四
十
二

立
方
�
と
な
っ
て
い
ま
す
。※市債には、政府が総合経済対策として行った減税施策による減収分を補て

んするための金額４９億３,３８１万円および平成９年度から交付されることに
なった地方消費税交付金が平年並みに交付されないことによる減収分を補て
んするための金額６億７,２００万円が含まれています。
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企

業

会

計

一

般

会

計

特

別

会

計

●９月末現在の一般会計予算の状況
歳　入

歳　出

９月末現在額補 正 額当 初 予 算款

１６，６４９，７７６０１６，６４９，７７６市 税

２４７，００００２４７，０００地 方 譲 与 税

３７０，００００３７０，０００利 子 割 交 付 金

９８０，００００９８０，０００地 方 消 費 税 交 付 金

１，４０００１，４００特別地方消費税交付金

２７０，００００２７０，０００自動車取得税交付金

１８２，００００１８２，０００
国有提供施設等所在市
町 村 助 成 交 付 金 等

５２１，００００５２１，０００地 方 特 例 交 付 金

３，３９１，１８２２９１，１８２３，１００，０００地 方 交 付 税

２６，３９６０２６，３９６交通安全対策特別交付金

３９０，５８１０３９０，５８１分 担 金 及 び 負 担 金

３８３，６４８０３８３，６４８使 用 料 及 び 手 数 料

１，９６７，０９５７２，２８８１，８９４，８０７国 庫 支 出 金

１，２２８，０４７２７，４８６１，２００，５６１県 支 出 金

７４，２０９０７４，２０９財 産 収 入

３，００４０３，００４寄 附 金

１，４３５，３４１０１，４３５，３４１繰 入 金

４５０，００００４５０，０００繰 越 金

５９３，０２１４４５９２，９７７諸 収 入

１，３４３，２００１３７，９００１，２０５，３００市 債

３０，５０６，９００５２８，９００２９，９７８，０００合　　　　　　計

９月末現在額補 正 額当 初 予 算款

３２９，８５１△８，２１７３３８，０６８議 会 費

４，６５９，６４１３，７８７４，６５５，８５４総 務 費

８，０６９，５６２１０７，７２０７，９６１，８４２民 生 費

３，５１６，８８０４，０００３，５１２，８８０衛 生 費

１７６，２１５０１７６，２１５労 働 費

１３３，４７００１３３，４７０農 林 水 産 業 費

２３８，９１３２５５２３８，６５８商 工 費

３，９９２，７３９２５２，３６１３，７４０，３７８土 木 費

１，５７２，６５０４４１，５７２，６０６消 防 費

３，６５３，７４０１４，２１０３，６３９，５３０教 育 費

３，９９９，４０５１１０，２８４３，８８９，１２１公 債 費

８１，１０５６，７２７７４，３７８諸 支 出 金

８２，７２９３７，７２９４５，０００予 備 費

３０，５０６，９００５２８，９００２９，９７８，０００合　　　　　　計

執行率支出済額収入率収入済額予　算　額区　　　分

％
３５.８

千円
２，７３８，１２０

％
３８．６

千円
２，９５３，７７１

千円
７，６５４，７３２

国民健康保険事
業 特 別 会 計

４０.１２，３３１，７０６４１．３２，４００，５００５，８１４，１８５老人保健特別会計

２６.８１，３１３，２８４３４．７１，６９９，６１６４，９０４，９９４
公共下水道事業
特 別 会 計

２６.３６２３，５６９３６．４８６２，９９３２，３６９，０３２
介護保険道事業
特 別 会 計

４９．０１，１０５，２９１
（収入）

２，２５４，３３２
水 道 事 業 会 計

２２.０６７０，２４２
（支出）

３，０４９，２９３

特別会計および企業会計の収入・執行状況
（平成１１年９月３０日現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

市の負債

増減率（％）増減額１１年度決算額１１年度９月末区　　分

△２.２△７億５，７３６万円３５１億１，０７８万円３４３億５，３４２万円市債（一般会計）

△２１.０△４億７，５３６万円２２億５，９７９万円１７億８，４４３万円開発公社の借入金

△８.５△９，５６４万円１１億１，９７０万円１０億２，４０６万円県企業庁からの借入金

△３.５△１３億２，８３６万円３８４億９，０２７万円３７１億６，１９１万円合 計

増減額１１年度決算額１２年度９月末区　　　分

１，５０９�８３２，３１７�８３３，８２６�土 地

０�２５２，８１６�２５２，８１６�建　 物

△６億１，８１０万円４０億３，９７３万円３４億２，１６３万円基　 金

１７３円２億３，５４０万円２億３，７１３万円有価証券等

市の主な財産
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主　な　増　減　理　由
対前年
増減数

職　員　数
平成１２年平成１１年

事務事業の見直しによる減
組織の活性化・見直しによる減
障害福祉部門の業務内容の充実のための増
老人等保健業務の増
農業行政事務充実のための増
商工振興充実のための増
事務の民間等委託による減等

０
△１
△１
１
３
１
１
△５

９
１６２
４６
１７８
１０２
９
５
７２

９
１６３
４７
１７７
９９
８
４
７７

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　林
商　工
土　木

一般行
政部門

△１５８３５８４小　計

事務の民間等委託による減等
消防力の充実強化のための増

△６
１

１３６
１４４

１４２
１４３

教　育
消　防特別行

政部門
△５２８０２８５小　計

組織の活性化・見直しによる減

レセプト係の移行による増等
調整による減

△１
０
５
△３

３９
１６
１３
６

４０
１６
８
９

水　道
下水道
国　保
その他

公営企
業等会
計部門

１７４７３小　計
△５９３７９４２合　　計

技能労務職一般行政職合　計区　　　分
１５０人４９７人６４７人職員数（Ａ）

平成１１年度 ２０人３９人５９人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
１３．３％７．８％９．１％比　率（Ｂ） ／ （Ａ）
１５４人４９５人６４９人職員数（Ａ）

平成１０年度 １５人１０人２５人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
９．７％２．０％３．９％比　率（Ｂ） ／ （Ａ）

国市区　　分

（平成１１年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　  勤勉手当
６月期　　　１．６  月分　　　０．６  月分
１２月期　　　１．６５ 月分　　　０．６  月分
３月期　　　０．５  月分
　計　　　　３．７５ 月分　　　　１．２  月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　 有

（平成１１年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　  勤勉手当
６月期　　　１．６  月分　　　０．６  月分
１２月期　　　１．６５ 月分　　　０．６  月分
３月期　　　０．５  月分
　計　　　　３．７５ 月分　　　　１．２  月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　 有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　自己都合　   勧奨・定年
勤続２０年　　 ２１．０ 月分　   ２８．８７５月分
勤続２５年　　 ３３．７５月分　   ４４．５５ 月分
勤続３５年　　 ４７．５ 月分　   ６２．７ 月分
最高限度額     ６０．０ 月分　   ６２．７ 月分
その他の加算措置　 定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　（２～２０％加算）
退職時特別昇給　　 １号俸

（支給率）　　自己都合　   勧奨・定年
勤続２０年　　 ２１．０ 月分　   ２８．８７５月分
勤続２５年　　 ３３．７５月分　   ４４．５５ 月分
勤続３５年　　 ４７．５ 月分　   ６２．７ 月分
最高限度額     ６０．０ 月分　   ６２．７ 月分
その他の加算措置　 定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　（２～２０％加算）
退職時特別昇給　　 ２号給
１人当たり　５，０３５千円　２２，６９３千円
平均支給額

退職手当

計７級６級５級４級３級２級１級区　　　分
部　長課　長課長補佐係　長主　任主　事主事補標準的な職務内容

４３４人１２人６６人３９人１６３人９９人４４人１１人職　 　 員　 　 数
１００％２．８％１５．２％９．０％３７．６％２２．８％１０．１％２．５％構　 　 成　 　 比
１００％２．９％１２．２％７．９％３４．７％２５．１％１３．９％３．３％１年前の構成比参

考 １００％３．８％６．４％９．２％２８．７％３０．２％１４．５％７．２％５年前の構成比

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区分

平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額
４４．１歳３８０，１７２円３０１，６０１円４４．３歳５１０，０３７円３８４，５４３円市
４７．９歳２８９，３１５円３９．９歳３２６，１０６円国
４８．５歳４４１，５１５円３４６，３６２円４３．０歳４９６，８９３円３７５，５８１円県

（参考）
平成１０年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　件　費
Ｂ

実質収支
歳　出　額
Ａ

住民基本台帳人口
（平成１２年３
月３１日現在)

区　分

％
２８．７

％
２６．８

千円
８，６０９，４２０

千円
９０８，４９０

千円
３２，１４２，１２４

人
１２３，８０８

平成１１年度

１人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　与　　　費職員数
Ａ

区　分
計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円
８，２４８

千円
７，１１８，２９４

千円
１，７８８，６０８

千円
１，６９１，４０７

千円
３，６３８，２７９

人
８６３

平成１２年度

県国市
区　　分 採用２年経

過日給料額
決定初任給

採用２年経
過日給料額

決定初任給
採用２年経
過日給料額

決定初任給

２１５，９３０円１９９，５４０円２２４，１８０円２０２，６２０円２３０，８９０円２０７，９００円大学卒一　般
行政職 １７３，４７０円１６１，１５０円１６６，９８０円１５６，０９０円１８０，１８０円１６６，９８０円高校卒

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　分
３８４，１９０円３３８，８５０円２８２，２００円大学卒

一 般 行 政 職
３３８，９００円２６９，１００円２２９，１５０円高校卒
２５２，７００円２８８，６７５円２１１，７６７円高校卒技 能 労 務 職

全　地　域支給対象地域

調整手当
（平成１２年４月
１日現在）

１０％支給率
８６３人支給対象職員数
０％国の制度（支給率）

４５２，８３８円支給対象職員１人当たり平均支給年額（平成１１年度決算）

全　職　種区　　　分

特殊勤務手当
（平成１１年度）

４５．５％職員全体に占める手当支給職員の割合
２８，８５２円支給対象職員１人当たり平均支給年額
１８種類手当の種類（手当数）

変則勤務手当・清掃業務手当・消防出動
等手当・福祉業務手当・現場作業手当

支給額の多い手当
代表的な手
当の名称 変則勤務手当・消防出動等手当・福祉業

務手当・清掃業務手当・微収等手当
多くの職員に支給さ
れている手当

２２６，０２５千円支給総額
平成１１年度

時間外勤務手当
２６０千円職員１人当たり支給年額

１９１，４５５千円支給総額
平成１０年度

２１８千円職員１人当たり支給年額

国の制度と異なる内容国の制度との異同内　　容区　　分

配偶者　　　　　　　　　　　１６，９００円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで

６，５００円
（配偶者のいない場合は２人のうち１人
につき　　　　　　　　　　 １１，２００円

　扶養親族でない配偶者がいる場合は
２人のうち１人につき　　 ７，５００円）
満１５歳に達する日後の最初の４月１日
から満２２歳に達する日後の最初の３月
３１日までの間にある子の加算 ５，５００円

異なる

配偶者 １６，９００円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで

６，５００円
（配偶者のいない場合は２人のうち１人
につき　 １１，２００円

　扶養親族でない配偶者がいる場合は
２人のうち１人につき　　７，５００円）
その他  ２，０００円
満１５歳に達する日後の最初の４月１日
から満２２歳に達する日後の最初の３月
３１日までの間にある子の加算 ５，５００円

扶養手当

借　家（限度額）　 　　  　　 ３０，０００円
持ち家　 　  　　　　　　　　 １５，２００円
その他　　  　　　　　　　　 ６，４００円

異なる
借　家（限度額） ３０，０００円
持ち家 １５，２００円
その他  ６，４００円

住居手当

交通用具利用者
　 ２㎞以上５㎞未満 　　　  　３，５００円
　 ５㎞以上１０㎞未満  　　　　５，０００円
その他　　　　　　　　　　  １，６００円

異なる

交通機関利用者
　全額支給限度額  ４５，０００円
　最高支給限度額  ５０，０００円
交通用具利用者
　２㎞以上５㎞未満 ３，５００円
　５㎞以上１０㎞未満 ５，０００円
　１０㎞以上１５㎞未満  ６，５００円
　１５㎞以上２０㎞未満  ８，９００円
　２０㎞以上２５㎞未満 １１，３００円
　２５㎞以上３０㎞未満  １３，７００円
　３０㎞以上３５㎞未満 １６，１００円
　３５㎞以上４０㎞未満 １８，５００円
　４０㎞以上  ２０，９００円
その他 １，６００円

通勤手当

給　料　月　額　等区　　　分

８９３，０００円
７２１，０００円
６７５，０００円

市　長
助　役
収入役

給　料

５２２，０００円
４３４，０００円
４０４，０００円

議　長
副議長
議　員

報　酬

（平成１１年度支給割合）
６月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　  　　　　　  ２．２ 月分
１２月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ２．２５月分
３月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ０．４５月分
　計　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ４．９ 月分

市　長
助　役
収入役

期末手当
（平成１１年度支給割合）
６月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　  　　　　　  ２．２ 月分
１２月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ２．２５月分
３月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ０．４５月分
　計　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ４．９ 月分

議　長
副議長
議　員

職員の給与・
定員管理等の
公表

　市では、市職員の給与・定員管理などの状
況を広く皆さんに知っていただこうと、公表
を行っています。給与は、給料と職員手当で
構成されており、その内容は、市議会で審議・
議決された給与条例で定められています。
担当　〈給与〉職員課　　　　�０４６（２５２）７９１１
　　　〈定員管理〉企画政策課�０４６（２５２）８２８９

（平成１２年４月１日現在）

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣
職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

�部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

�昇給期間短縮の状況

（平成１２年４月１日現在）

（注）　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数
です。

�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成１２年４月１日現在）�職員の初任給の状況

�人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　給与費は、当初予算に計上された額です。

�職員給与費の状況（普通会計予算）

�職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給され
た平均額です。

（平成１２年４月１日現在）�職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

（平成１２年４月１日現在）

（注）１　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

�一般行政職の級別職員数の状況

�特別職の報酬等の状況 （平成１２年４月１日現在）
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プラスチック製容器包装として収集するもの

� ��粗大ごみ
収集のお

　現在、粗大ごみは、事
ています。通常は申し込
ていますが、毎年１２月は
が非常に多くなることか
も年内に収集できない場
お早めにお願いします。
○申込受付の年内最終日
○受付時間　午前８時３０
祝日を除く）
○受付電話番号　�０４６
担当　　　　　　　　　

金曜日地区木曜日地区水曜日地区火曜日地区　地区

分
　類

月　　

東原、小松原、ひばりが丘、
日産座間寮、日産栗原寮

立野台、相武台、緑ケ丘、
栗原、栗原中央、南栗原、
西栗原、さがみ野、東建座間
ハイツ、東建ニューハイツ、
クレスト座間

相模が丘、広野台

座間、明王、新田宿、四ッ
谷、入谷
　東建座間ハイツ、東建
　ニューハイツ、クレス
　ト座間を除く

燃えな

いごみ

紙　
・
　布

缶・瓶
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

紙　
・
　布

缶・瓶
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

紙　
・
　布

缶・瓶
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

紙　
・
　布

缶・瓶
・ペット
ボトル

２２８１・１５２８１４７・２１２７１３６・２０２６１２５・１９１２月

２６１２５・１９２５１１４・１８３１１７１０・２４３０１６９・２３１月

２３９２・１６２２８１・１５２８１４７・２１２７１３６・２０２月

２３・３０９２・１６２２・２９８１・１５２８１４７・２１２７１３６・☆２０３月

　１２月から翌年３月までの資源物の収集
日程は左表のカレンダーのとおりです。

○１２月２９日（金）～１月３日（水）まで資源
物の収集はありません。

○「紙・布」は種類ごとに収集するため、収
集が終わるまで時間がかかります。

○「布」は水に濡れると資源になりませ
ん。「紙・布」の日に雨が降っている、ま
たは降りそうな場合は、布を出さない
ようお願いします。

☆３月２０日（火）は祝日ですが、火曜日地
区の「缶・瓶・ペットボトル」を収集しま
す。

　次回（平成１３年４月～７月分）は、平
成１３年４月１日号で掲載する予定です。
担当　　　　　　　　　　　資源対策課
　　　　　　　　　　　�０４６（２５２）７６５９

��������	
��
�������

※今後もごみの減量化・資源化にご協力をお願いします。

日 日 日 日日 日 日 日日 日 日 日

（ ）

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室
法律相談は、いずれも定員
７人になり次第、締め切り
ます。

毎月第２木曜日午前９時～正午と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）１日午前８時３０分～今月
分を受け付け〉

１４・２１・
２８日

法 律
（予約制）

今月は特設人権相談所を開設
詳しくは本紙６面記事をご参照ください。１２日

法 務
（人 権･戸 籍・
登 記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午２１日行 政

毎月第１～第４火・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

１・５・
８・１２・
１５・１９・
２２・２６日

消 費 生 活

担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８

１階国保年金課内毎月第２月曜日  午前１０時～午後３時１１日
年 金

担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時２１日駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

５階第２会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時２１日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内
毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時２１日婦 人

毎週月～金曜日　午前９時～午後３時
母 子 生 活

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館今月は第１～第３土曜日
午前９時～午後３時

２・９・
１６日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年

担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育

担当　教育研究所�０４６（２５９）２１６４

��������	
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て
い
ま
す

ま
た

プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
一
回
限
り
の
使
用
で

捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
結
果

て
残

て

ま
い
ま
す

の
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
は
現
在

三
市
に
は
な
く
、
県
外
へ
搬
出
し

置
な

の
安
全
対
策

実
施

て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
璧

に
公
害
の
発
生
を
防
止
で
き
る
わ

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
「
ご

み
」
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な

く
「
資
源
」
と
し
て
利
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
施
行
さ
れ
、
商
品
の
容
器
や
包

装
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用
し
て

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

　

出
さ
れ
た
物
の
中
に
、
汚
れ
の

ひ
ど
い
物
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
以
外
の
物
が
混
ざ
っ
て

い
る
と
、
選
別
の
手
間
が
必
要
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
再
商
品
化
の
た
め
の
引
き
取

り
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
中
身
が
入
っ
た

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
は
、
第
二
・
第
四
週
に

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
缶
・

瓶
と
同
じ
曜
日
に
収
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
単
独
で
別
の
曜

日
に
収
集
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
立
野
台
、
緑
ヶ
丘
、

東
建
ハ
イ
ツ
、
ク
レ
ス
ト
座
間
な

　容器包装に係る分別収集お
よび、再商品化の促進などに
関する法律。ごみのうち容積
比で約六割を占めているとい
われる容器包装について、消
費者（分別協力）、市（分別
収集）、事業者（再商品化）
の三者がそれぞれの役割分担
のもとにリサイクルを進めよ
うとするもので、平成９年４
月１日からこの法律に基づく
再商品化がスタートし、平成
１２年４月１日からプラスチッ
ク製容器包装が対象品目に加
わりました。

プププププププププププラララララララララララスススススススススススチチチチチチチチチチチッッッッッッッッッッッククククククククククク製製製製製製製製製製製容容容容容容容容容容容器器器器器器器器器器器包包包包包包包包包包包装装装装装装装装装装装ののののののののののの
分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集ををををををををををを開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始
本
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
は

処
理
に
問
題
多
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
よ
り
再
商
品
化

い
る
事
業
者
に
、
そ
の
量
に
応
じ

て
再
商
品
化
す
る
た
め
の
費
用
の

負
担
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
で
開
始
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集

は
、
こ
の
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

汚
れ
た
も
の
は
軽
く
す
す
い
で

ま
ま
の
容
器
は
、
悪
臭
の
要
因
に

な
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ス
機
な
ど

に
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
中
身
は
空
に
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
汚
れ
た

物
は
軽
く
す
す
い
で
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
洗
え
な
い
物

や
洗
い
づ
ら
い
物
に
つ
い
て
は
、

「
燃
え
る
ご
み
」
の
日
に
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
物
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

ど
、
一
部
の
地
区
の
収
集
す
る
曜

日
を
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
り
、
収
集

曜
日
は
、
来
年
四
月
か
ら
右
上
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
地
区
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
、
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※容器包装リサイクル法

◎可燃ごみとして収集していたプラスチック製容器包装を、毎月２回
の「プラスチックの日」に資源物として収集します。
◎缶・瓶と同じ日に収集していたペットボトルは、新たに毎月２回の
「ペットボトルの日」に収集します。
◎資源物の収集は、従来は週に１回でしたが、今回の変更で週２回に
なります。
◎資源物の収集は、年末年始を除き、祝日も収集を実施します。（可
燃ごみの収集は休む場合もありますので、収集カレンダーで確認し
てください。）
◎立野台、緑ヶ丘、東建座間ハイツ、東建ニューハイツ、クレスト座
間の資源物の収集日を変更します。

ペットボトル
　　（第１・第３週）

プラスチック製容器包装
（第２・第４週）

缶・瓶
　　（第１・第３週）
紙・布 （第２週）
燃えないごみ
　　（第４・第５週）

燃えるごみ収　集　地　区

木火
月・水・金

立野台・緑ヶ丘・東建座間ハイツ
東建ニューハイツ・クレスト座間
座間・明王・新田宿・四ツ谷・入谷

火木
さがみ野・栗原・栗原中央
南栗原・西栗原・相武台

金水
火・木・土

相模が丘・広野台

水金
東原・小松原・ひばりが丘
日産栗原寮・日産座間寮

■新しいごみと資源物の収集曜日■

缶・瓶・ペットボトル（第１・第３週）
紙・布（第２週）

燃えないごみ（第４・第５週）
燃えるごみ収　集　地　区

火

月・水・金

座間・明王・新田宿・四ツ谷・入谷
（東建座間ハイツ、東建ニューハイ
ツ、クレスト座間を除く）

木

立野台・相武台・緑ケ丘・栗原・栗
原中央・南栗原・西栗原・さがみ野
・東建座間ハイツ・東建ニューハイ
ツ・クレスト座間

水
火・木・土

相模が丘・広野台

金
東原・小松原・ひばりが丘
日産栗原寮・日産座間寮

■現在のごみと資源物の収集曜日■

主　

な　

変　

更　

点

来
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プラスチック製容器包装として収集するもの

� ��粗大ごみ
集のお申し込みは
大ごみは、事前申し込みによる収集をし
通常は申し込みから一週間程度で収集し
毎年１２月は大掃除などにより申し込み
くなることから、１２月中に申し込まれて
集できない場合があります。申し込みは
願いします。
の年内最終日　１２月２８日（木）
午前８時３０分～午後５時（土曜・日曜日、

く）
番号　�０４６（２５２）７５６０
　　　　　資源対策課�０４６（２５２）７６５９

�０４６（２５２）７６１６

◆プラスチック製容器とは？◆
　私たちが買い物をすると、さまざまな商品が容器に入っ
て売られていますが、その商品を消費したり分離した時に
不要になった空容器で、材質がプラスチックの物を【プラ
スチック製容器】といいます。
　材質がプラスチックでも容器包装物ではなく、そのもの
が商品として売られている物は対象ではありません。

◆皆さんに注意していただきたいこと◆
☆プラスチック製容器包装は、種類に関係なく、まとめて
透明・半透明袋に入れて出してください。
☆汚れている物や、食品くずなどが付いた物は洗うなどし
て必ず取り除いてください。
☆ビデオテープやバケツ、おもちゃなどの容器包装物以外
のプラスチック製品は「燃えるごみの日」に出してくだ
さい。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
軽
い
、
強

い
、
腐
食
し
な
い
な
ど
の
優
れ
た

特
性
か
ら
身
近
な
家
庭
用
品
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
口
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
、
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

な
ど
多
く
の
素
材
が
あ
り
、
そ
の

種
類
の
多
さ
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
難

し
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
一
回
限
り
の
使
用
で

捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
結
果

　

本
市
の
ご
み
は
、
海
老
名
市
本

郷
に
あ
る
座
間
市
・
海
老
名
市
・

綾
瀬
市
の
三
市
で
運
営
す
る
「
高

座
清
掃
施
設
組
合
」
に
運
ば
れ
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
で
焼
却
処
理
さ
れ
る
ご

み
は
年
間
約
九
万
ト
ン
で
す
が
、

焼
却
を
し
て
も
約
一
割
は
焼
却
灰

と
し
て
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
は
現
在

三
市
に
は
な
く
、
県
外
へ
搬
出
し

て
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
引
き
続
き
搬
出
で
き
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
を
は
じ
め
、
ご
み
を
焼
却

す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
公
害
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
同
組
合
に
お
い
て
も
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
（
除
去
装
置
）
の
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
璧

に
公
害
の
発
生
を
防
止
で
き
る
わ

　

市
で
は
、
今
ま
で
に
紙
、
布
、
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
分
別
収
集
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
中
で
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
食
品
ト

レ
イ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ご
み
と
し
て
焼
却
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
も
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
確
立

さ
れ
、
資
源
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
も
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集

を
開
始
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
の
内
容
と
そ
の

実
施
に
合
わ
せ
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

資
源
対
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
１
６

お菓子やパンなどの袋、スーパーのレジ袋、
食品トレイのラップ、フィルム状の包み、
みかんや玉ねぎ等のネットなど

ポリ袋・ラップ類

卵や豆腐のパック、食品の入ったパックやト
レイ、持ち帰り用の弁当箱などトレイ・パック類

カップ麺やカップスープの容器、プリンやゼ
リー・ヨーグルト等の容器などカップ類

油・ソース・ドレッシング・洗剤・シャン
プー等の容器などボトル類

発泡スチロール製の箱、商品を保護するため
のクッション材など箱・ケース

マヨネーズ・練りわさび・歯磨き粉・のり等
のチューブなど
※中身を出しきりにくい物や、洗いづらい物、
中身の残っている物は「燃えるごみの日」
に出す

チューブ類

瓶・ペットボトルなどのふた
（金属製のふたは燃えないごみに）ふ　た

プププププププププププラララララララララララスススススススススススチチチチチチチチチチチッッッッッッッッッッッククククククククククク製製製製製製製製製製製容容容容容容容容容容容器器器器器器器器器器器包包包包包包包包包包包装装装装装装装装装装装ののののののののののの
分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集ををををををををををを開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始
本
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
は

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
焼

却
処
分
を
続
け
る
限
り
公
害
は
無

く
な
ら
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
が
実
情
で
す
。
言
い
換
え
れ

ば
公
害
を
無
く
す
最
良
の
方
法
は

ご
み
を
焼
却
し
な
い
こ
と
、
す
な

わ
ち
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
に
尽

き
る
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
ご
み
焼
却

施
設
周
辺
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ

た
る
苦
悩
を
あ
ら
た
め
て
十
分
に

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
で

き
る
限
り
減
ら
す
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
今
ま
で
に
も
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
無
く

て
は
減
量
化
・
資
源
化
を
図
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
減
量
化
・
資
源
化
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

処
理
に
問
題
多
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
し
て
ご
み
の
量
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃

え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま

す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
燃
え

な
い
（
燃
せ
な
い
）
ご
み
と
し
て

収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

焼
却
す
る
と
他
の
物
と
比
較
し
て

多
く
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
焼
却
処
理
を
し
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
は

埋
め
立
て
処
理
を
す
る
し
か
な

く
、
腐
食
し
な
い
と
い
う
特
性
が

逆
に
作
用
し
、
い
つ
ま
で
も
地
中

に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
よ
り
再
商
品
化

汚
れ
た
も
の
は
軽
く
す
す
い
で

資
源
物
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

        
担
当　

資
源
対
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９

　

市
で
は
、一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
対
策
と
し
て「
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
」お
よ
び

「
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」を
購
入
す
る
世
帯
に
、そ
の
購
入
費
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
補
助
の
対
象
者　

処
理
容
器
の
管
理
お
よ
び
、
た

い
肥
化
し
た
も
の
を
自
ら
処
理
で
き
る
市
内
在
住

の
方

○
補
助
の
対
象
容
器
お
よ
び
補
助
金
額　

市
内
指
定

販
売
店
で
指
定
容
器
（
屋
内
・
屋
外
用
）
を
購
入

す
る
際
に
、
一
台
当
た
り
の
購
入
金
額
が
四
千
円

を
超
え
る
場
合
に
は
三
千
円
、
四
千
円
以
下
の
場

合
に
は
購
入
金
額
の
二
分
の
一
（
百
円
未
満
切
り

捨
て
）
を
、
一
世
帯
に
つ
き
二
台
ま
で
補
助

○
指
定
販
売
店　

▽
さ
が
み
農
協
座
間
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
＝
入
谷
一
ノ
四
五
三
ノ
一
�
０
４
６（
２

５
１
）０
０
１
１
▽
（
株
）
カ
タ
ノ
＝
座
間
一
ノ
三

〇
九
五
ノ
一
�
０
４
６（
２
５
５
）５
１
１
５
▽
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
な
が
わ「
ハ
ー
モ
ス
座
間
」

＝
立
野
台
一
ノ
一
九
ノ
一
�
０
４
６（
２
５
７
）３

３
３
５

○
申
込
方
法　

事
前
に
資
源
対
策
課
窓
口
へ
印
鑑
を

持
参
の
上
、
補
助
金
等
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出

○
補
助
の
対
象
者

　

処
理
機
の
管
理
が
で
き
る
市
内
在
住
の
方

○
補
助
の
対
象
機
器

　

材
質
が
耐
久
性
を
備
え
、
電
力
な
ど
の
人
工
的
外

部
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化

す
る
機
器
で
あ
る
こ
と
（
機
種
の
指
定
や
購
入
店

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
補
助
金
額

　

三
万
円
を
上
限
に
、
購
入
価
格
の
二
分
の
一
（
百

円
未
満
切
り
捨
て
）
を
一
世
帯
に
つ
き
一
台
の
み

補
助

○
申
込
方
法

　

処
理
機
を
購
入
す
る
前
に
電
話
で
担
当
へ
申

し
込
み
、
処
理
機
の
購
入
後
、
必
要
書
類
を

添
え
て
同
課
窓
口
で
補
助
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
購
入
し
て
い
る
処
理
機
、
ま
た
は
事
前

に
申
し
込
ま
な
い
で
購
入
さ
れ
た
処
理
機
に

つ
い
て
は
、補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
制
度
・
・
・
・

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
購
入
費
補
助
金
制
度

回

の

に

可
し

座

来年�4月�
から�
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市
原
水
爆
禁
止
協
議
会
が
、
去

る
八
月
に
実
施
し
た
「
原
水
爆
禁

止
募
金
運
動
」
に
は
、
総
額
四
百

十
三
万
円
も
の
貴
重
な
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
治
会
お
よ
び

　

市
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
十

二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
「
人

権
週
間
」
に
併
せ
て
「
特
設
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
じ
め
、
差
別
、
家

庭
内
や
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、

日
常
生
活
で
起
こ
り
が
ち
な
人
権

問
題
の
相
談
を
受
け
る
も
の
で
、

費
用
は
無
料
で
す
。
個
人
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権擁護委員一覧表（敬称略）
電話番号住　　　所氏　　　名

０４６（２５３）４０１１さがみ野３－６－１９山�　　榮

０４２（７４２）９７３５相模が丘５－３４－２７山口　　進

０４６（２５５）００６２座間１－３１０５瀬戸　宏孝

０４６（２５２）１７６１入谷１－３３５９鈴木　幹枝

０４６（２５３）１０３０緑ケ丘３－４３－２３�川　善康

０４６（２５３）７７３９小松原１－４０－１３岩堀　勝三

０４６（２５３）９３５０南栗原１－１３－４７森田　洋一

《重点項目》
1.飲酒運転の追放
2.歩行者（特に高齢者）
　の交通事故防止
3.チャイルドシートと
シートベルトの
　着用の徹底

年末の交通事故防止運動
�無事故で年末・笑顔で新年�

１２月１１日～２０日

　１２月１１日から２０日までの１０日間は「年末の交通事故防止運動」
期間です。併せて３１日まで「交通死亡事故抑止緊急対策」を実施
しています。
　年の瀬の慌ただしさから、スピードの出し過ぎをはじめ、無理
な追い越しなどの無謀運転や違法駐車、飲酒を伴う会合の増加に
より飲酒運転が増えるなど、１年を通して最も事故が多発する時
期を迎えます。
　そこで「交通死亡事故抑止緊急対策」の一環として、薄暮時
（おおむね午後４時以降）に走行する車両の前照灯を点灯し、視
界の確保などを図ることで交通事故を「おこさない・あわない」
よう心掛けましょう。
　交通事故撲滅のため、皆さんのご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　市交通安全対策協議会（市民生活課内）

�０４６（２５２）８２１８　�０４６（２５５）３５５０

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人

権
を
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及

と
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
て
相
談
や
問
題
解

決
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

ど
、
森
田
洋
一
さ
ん
が
新
し
い
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本

市
の
人
権
擁
護
委
員
は
左
表
の
と

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

南
栗
原
の
森
田
洋
一
さ
ん

森田洋一さん

お
り
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
は
、
毎

月
第
二
火
曜
日
に
市
役
所
で
法
務

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　
　
　
　

月
４
日
〜　

日「
人
権
週
間
」

１２

１０○
と　

き　

十
二
月
十
二
日（
火
）

午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜

四
時

○
と
こ
ろ　

北
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
東
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

市
で
は
、
来
年
四
月
一
日
以
降

に
市
・
私
立
保
育
園
お
よ
び
児
童

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
の
申
し
込
み
を
、
左
表
の
日
程

で
受
け
付
け
ま
す
（
希
望
す
る
保

育
園
以
外
で
の
受
け
付
け
も
可
）。

入
所
申
込
書
は
、
児
童
課
、
市
役

所
各
出
張
所
、
市
内
市
・
私
立
保

育
園
お
よ
び
児
童
ホ
ー
ム
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
入
所

待
機
中
の
方
で
、
四
月
一
日
以
降

も
引
き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
も
、
新
た
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
０
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

保
育
園
・

児
童
ホ
ー
ム

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
の

１３

入
所
希
望
者
を
受
け
付
け

受 付 時 間受 付 場 所と き

午後３時～６時

相武台保育園
広野台保育園

平成１３年
１月９日（火）

相模が丘西保育園１月１０日（水）

栗原保育園
相模が丘東保育園
小松原保育園

１月１１日（木）

やなせ保育園
いその保育園１月１２日（金）

東原保育園
栗の実保育園１月１５日（月）

座間子どもの家保育園
ひばりが丘保育園１月１６日（火）

ちぐさ保育園
緑ヶ丘保育園
あゆみ保育園

１月１７日（水）

わかば保育園
座間保育園１月１８日（木）

午前９時～正午児童課窓口１月２０日（土）

※平成１３年１月２０日までに申し込まれた方の中で、１回目の入所選考をします。
なお、上記日程を過ぎてからの申し込みは、児童課窓口で受け付けます。

【保育園・児童ホーム受付日程】

　

市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
現
場

な
ど
で
功
労
が
あ
っ
た
方
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
、
そ
の
勇
気
あ
る
行

動
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
八
日
に
市
民
文

化
会
館
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、
先
ご
ろ
市
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
に
お
い
て
、
人
命
救
助
や

応
急
手
当
て
な
ど
適
切
な
活
動
で

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
、

在
日
米
陸
軍
第
十
七
地
域
支
援
群

の
職
員
四
人
に
対
し
、
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬

消
防
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

総総総総総総総総総総
額額額額額額額額額額
４４４４４４４４４４
１１１１１１１１１１
３３３３３３３３３３
万万万万万万万万万万
円円円円円円円円円円
にににににににににに
！！！！！！！！！！

総
額
４
１
３
万
円
に
！

事
業
所
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
の
募
金
は
、
次
の
よ
う
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
被
爆
者
の

方
々
へ
の
見
舞
金
や
、
広
島
・
長

崎
両
市
お
よ
び
原
爆
病
院
へ
の
援

護
金
な
ど
二
百
三
十
九
万
円
。
ま

た
、
平
和
行
進
な
ど
へ
も
激
励
金

七
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
市
民
映
画
会
や
原
爆
パ
ネ
ル

展
な
ど
の
費
用
十
八
万
円
。
チ
ラ

シ
用
紙
代
、
街
頭
募
金
な
ど
に
三

十
一
万
円
を
使
用
し
、
残
額
は
次

年
度
へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

担
当　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
２

�
０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
０

原
水
爆
禁
止
募
金

迷惑してます「深夜騒音」
　１２月は忘年会シーズン。飲酒の機会が増えるこの季節に
なると「深夜騒音」による苦情が数多く寄せられます。こ
れらの苦情は、皆さん一人ひとりの心掛けで解消できるも
のばかりです。皆さんの生活環境を守るためにも、次のこ
とに十分注意しましょう。
○夜間は大声を出さない。
○車のエンジンを掛けたまま駐車したり、不必要な空ぶか
しをしたりしない。

◆深夜営業している飲食店の方へ
　飲食店営業は「神奈川県生活環境の保全等に関する条例」
により、騒音の基準などが定められています。カラオケな
どの音響機器は、音が外部に漏れない防音装置を備えてい
ないと使用できません。また、店の前での話し声なども公
害が発生しないよう、努めなければならないことが義務付
　　　　　　　　　　　　　　けられています。周辺住民
　　　　　　　　　　　　　　の方にご迷惑をお掛けしな
　　　　　　　　　　　　　　いよう、ご協力をお願いし
　　　　　　　　　　　　　　ます。

担当　　　　　環境保全課
�０４６（２５２）８２１４
�０４６（２５７）７７４３
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担当　市立学校教職員互助会（学校教
育課内）
　�０４６（２５２）８７２８・FAX０４６（２５２）４３１１

　２・３歳の子供から大人まで楽しめ
るコンサートです。子供たちが少し騒
いでも、しからないで大人も子供も一
緒に楽しみましょう。大人も十分満足
できるプロの演奏をお聴かせします。
○と　き　１２月１６日午後１時３０分～２
時４５分（午後１時１５分開場）
○ところ　市民文化会館（ハーモニー
ホール座間）小ホール
○内　容　ぐっと大人のジャズ、ビー
トルズ、ハードなロック、クラシッ
ク、ディズニーメドレー、クリスマ
スソングメドレーほか
○演　奏　ＴＯＭＡＳ－ＵＮＩＴ
○定　員　３００人（先着順）
○入場料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　①１２月２０日②２１日③２２日い
ずれも午後１時３０分～４時
○ところ　①東地区文化センター②市
公民館③北地区文化センター
○定　員　各館５０人（先着順）
○持ち物　はさみ、エプロン
○参加費　２５０円（材料代）
○申込方法　１２月８日までに直接また
は電話かファクスで各館へ
担当　①東地区文化センター�０４６
（２５３）０７８１・FAX０４６（２５３）０７８９②市公
民 館 �０４６（２５５）３１３１・FAX０４６（２５２）
２７７６③北地区文化センター�０４２（７４７）
３３６１・FAX０４２（７４７）８５４２

▼ひばりが丘南児童館＝２日・１６日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝１４日・２８日午前１０時
３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝７日午
後２時３０分～３時４５分▼東原小学校＝
１日午後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ
大塚本町アパート＝６日・２０日午前１０
時３０分～１１時３０分▼栗原小学校＝１３日
午後２時３０分～３時４５分▼東原共同住
宅＝７日・２１日午前１０時３０分～１１時３０
分▼相模が丘４丁目多目的広場＝８
日・２２日午前１０時３０分～１１時３０分▼相
模野小学校＝８日午後２時３０分～３時
４５分▼中原小学校＝６日午後２時３０分
～３時４５分
担当　　　　　　　　　　市立図書館
�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

▽市県民税（第４期）▽国民健康保険
税（第７期）▽国民年金保険料（第９
期）▽介護保険料（第３期）
※最寄の指定金融機関、郵便局、市役
所または各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

◆子どものつどい
　親子でクリスマスクッキング
○と　き　１２月１０日午前１０時～正午
○内　容　親子でクリスマスのための
料理を作る
○講　師　食生活改善推進団体「ひま
わり会」　関口征子さん
○対　象　小学生の親子
○定　員　１０組（先着順）
○参加費　３００円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん
○申込方法　１２月７日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆まゆ玉クラフト教室
○と　き　１２月１０日午前９時３０分～午
後０時３０分
○内　容　まゆ玉でニワトリとひよこ
の親子を作る
○講　師　県まゆ玉技術指導士　鈴野
好子さん
○対　象　どなたでも
○定　員　２０人（先着順）
○参加費　５００円（材料代）
○持ち物　筆記用具、はさみ、千枚通し
○申込方法　１２月８日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆としょかんクリスマス会
○と　き　１２月２３日午後２時～３時
○内　容　人形劇ほか
○対　象　幼児～小学生（保護者同伴
可）
○定　員　１００人
○申込方法　直接または電話で同館へ

◆小さなプレゼント～三角のオーナメ
ントの飾りを作ろう
○と　き　１２月１６日、１７日いずれも午
前１０時～正午（全２回）
○内　容　クリスマスツリーに下げた
り、プレゼントしたりできる゛三角
のオーナメント″をレザークラフト
で作る
○講　師　レザークラフト指導者　高
田美保子さん
○対　象　小学生（保護者の参加可）
○定　員　１５人（先着順）
○参加費　８００円（材料代）
○申込方法　１２月１２日までに直接また
は電話で同センターへ

○と　き　１２月１８日～２２日いずれも午
後５時３０分～８時
○ところ　市役所１階国保年金課窓口
○持ち物　納付書、年金手帳、健康保
険証、印鑑
担当　　　　　　　　　　国保年金課

�＜国保係＞０４６（２５２）７００３
�＜年金係＞０４６（２５２）７０３５

　この制度は、両親の離婚や父親の死
亡などによって、父と生計を同じくし
ていない１８歳未満の児童を養育してい
る母子家庭などに扶養手当を支給する
ものです。該当すると思われる方は、
担当へお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　　　児童課
　�０４６（２５２）７２０１・FAX０４６（２５２）７０４３

　市青少年芸術祭実行委員会では、平
成１３年２月２４日（土）、２５日（日）に市民
文化会館（ハーモニーホール座間）で
開催される青少年芸術祭青少年美術展
の作品を募集します。
○応募資格　市内在住・在学・在勤の
小学生（絵画のみ）から２５歳以下の方
○応募規定　最近１年以内の自作品
で、その他は下表のとおり

○応募方法　作品に、必要事項を記入
した応募用紙を添付するか、種目名、
題名、氏名、年齢、住所、電話番号、
勤務先（または、学校名と学年）を
明記した用紙を添付
○搬入日　平成１３年２月１日（木）～１３
日（火）
○搬入場所　青少年課窓口（市立青少
年センター内）
○審　査　厳正な審査の上、種目別に
賞を贈呈
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

○と　き　平成１３年１月５日午後２時
３０分～４時（午後２時開場）
○ところ　市民文化会館（ハーモニー
ホール座間）小ホール
○出演者　玉川カルテット（お笑い歌
謡浪曲）ほか
○定　員　１００人（先着順）
○入場料　１００円（全額を市社会福祉協
議会へ寄付）
○主　催　市立学校教職員互助会
○申込方法　１２月１５日までに電話で担
当へ

　市ひまわり推進協議会では、「第１回
市の花ひまわり写真コンクール」展覧
会を次のとおり開催します。
　このコンクールは、農地の荒廃地化
を防止するとともに、農地の多面的な
利用を促進し、市民の手により「ふれ
あい」「やすらぎ」を感じさせる環境
づくりのため、市の花ひまわりを市内
外に広く周知しようと実施したもので
す。
　期間中は、市内外の写真愛好者がひ
まわり広場を対象に撮影した力作９２点
を展示します。
○とき　１２月５日～９日いずれも午前
９時～午後４時
○ところ　市民文化会館（ハーモニー
ホール座間）ギャラリー
担当　　　　　　　　　　　　産業課
�０４６（２５２）７６０１・FAX０４６（２５５）３５５０

　１９８１年（昭和５６年）の国際障害者年
を記念して、障害者問題についての理
解と認識を深め、障害者福祉の増進を
図ることを目的として、平成５年、障
害者基本法に１２月９日の「障害者の日」
が定められました。
　「完全参加と平等」の実現に向け、
皆さんの障害者福祉へのご理解をお願
いします。
担当　　　　　　　　　　障害福祉課
　�０４６（２５２）７１３２・FAX０４６（２５６）３６００

　消火器は、最も身近に親しまれてい
る消火器具であり、住宅防火にも重要
な初期消火の役割を担っています。ま
た、だれにでも簡単に使え「イザ」と
いうときに消火器があるという安心感
が、落ち着きを取り戻すことにもつな
がります。
　一般住宅への設置義務はありません
が、火災を最小限に食い止めるために
も消火器の設置をお願いします。また、
すでに設置しているご家庭では、日ご
ろの点検と取扱方法の再確認をお願い
します。
担当　　　　　　　市消防本部予防課
　�０４６（２５６）２２１１・FAX０４６（２５６）２２１５

　市では、日中に金融機関へ納付に行
けない方や届け出に来庁できない方を
対象に、国民年金保険料および国民健
康保険税の夜間納付と届け出受け付け
をします。

「市の花ひまわり写真コンクール」
展覧会

年金保険料・健康保険税
夜間納付と届け出受け付け

１２月９日は「障害者の日」です

児童扶養手当制度を
ご存知ですか

しめ飾り教室

消火器の設置をぜひご家庭に

芸能鑑賞会

第２１回青少年芸術祭
美術展作品募集

小さなおもちゃ箱コンサート

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３

市立図書館
ひまわり号巡回日程

１２月に納めるのは

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

市　立　図　書　館
�０４６（２５５）１２１１　�０４６（２５２）５７０４

応　募　規　定種　目

水彩・油彩など（含む版画）の作品
で大きさは四つ切り以内
　　　　　　　・・・１人２点以内

絵　画

彫刻・彫塑で展示可能な作品
　　　　　　　・・・１人２点以内彫　塑

創作作品で（用紙は自由）大きさは
四つ切り以内※アニメは自由
　　　　　　・・・各１人２点以内

イラスト
デザイン
アニメ　

モノクロ、カラーいずれも可能でパ
ネルか台紙に必ず張る（できれば撮
影データ添付）・・・１人２点以内

写　真

創作作品で展示可能なもの
　　　　　　　・・・１人２点以内工　芸
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の
発
達
に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生
後
８
カ
月
〜　

カ
月
児
を

１０

持
つ
保
護
者
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、

テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

みんなの

健康�

診　療�救　急�

問い合わせ先

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　    市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 �  橋  陽  那 乃   ちゃん
たか はし ひ な の

Ｈ１２．７．５生まれ　女
ひばりが丘２丁目

 西  嶋 　翼   ちゃん
にし じま つばさ

Ｈ１２．２．１５生まれ　男
相模が丘５丁目

 中  林 　 尚 哉   ちゃん
なか ばやし なお や

Ｈ１２．５．１７生まれ　男
相模が丘４丁目

○
さ
わ
や
か
第
十
二
回
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ

室
内
一
輪
車
発
表
会

▽
と
き
＝
十
二
月
二
十
三
日（
土
）

午
後
一
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
体

育
館
▽
内
容
＝
カ
プ
ル
ズ
演
技
、

グ
ル
ー
プ
演
技
▽
主
催
＝
相
模

野
・
相
武
台
一
輪
車
ク
ラ
ブ
▽
問

い
合
わ
せ
先
＝
０
４
６（
２
５
４
）

７
４
６
９（
中
川
）

○
座
間
市
民
の
川
柳
の
集
い

▽
と
き
＝
十
二
月
十
七
日（
日
）午

後
一
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
市
公
民
館

▽
内
容
＝
鍋
、腰
、北
風
を
句
題
と

し
た
句
会
お
よ
び
川
柳
講
座
▽
講

師
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師　

大
木
俊

秀
さ
ん
▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も
▽

参
加
費
＝
初
め
て
の
参
加
者
は
無

料
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
川
柳
会
事
務
局

�
０
４
６（
２
５
３
）８
０
７
４

（
江
口
）

○
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

結
成
三
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

▽
と
き
＝
平
成
十
三
年
一
月
十
四

日（
日
）午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分

（
開
場
一
時
三
十
分
）▽
と
こ
ろ
＝

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▽
曲
目

＝
テ
イ
ク
・
ザ
・エ
ー
・
ト
レ
イ
ン
、

ヤ
ー
・
ヤ
ー
、オ
ー
ル
・
オ
ブ
・
ミ
ー

な
ど
▽
入
場
料
＝
千
円
▽
申
込
方

法
＝
市
民
文
化
会
館
、北
・
東
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
、相
武
台
カ
メ
ラ
な

ど
で
入
場
券
販
売
ま
た
は
電
話
で

�
０
４
６（
２
５
４
）１
３
２
８

（
清
水
）へ

○
市
陸
上
競
技
協
会
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
記
録
会

▽
と
き
＝
十
二
月
十
七
日（
日
）午

前
八
時
〜（
受
付
）▽
集
合
場
所
＝

市
役
所
正
面
玄
関
前
▽
距
離
＝
三

千
�
、五
千
�
、一
万
�
▽
コ
ー
ス

＝
市
役
所
周
辺
▽
参
加
費
＝
市
陸

上
競
技
協
会
登
録
者
五
百
円
、未

登
録
者
八
百
円
、高
校
生
五
百
円
、

中
学
生
二
百
円
▽
問
い
合
わ
せ
先

＝
市
陸
上
競
技
協
会
�
０
４
６

（
２
５
４
）３
０
６
４（
佐
藤
）

○
ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

検
察
審
査
委
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

　

交
通
事
故
、詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
、検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
掛
け
て
く
れ
な
い
。こ

の
よ
う
な
不
服
を
持
っ
て
い
る
人
の

た
め
に「
検
察
審
査
会
」が
あ
り
ま

◇
お
譲
り
し
ま
す

水
槽
、テ
ー
ブ
ル
､
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
、英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、電
動

ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、ベ
ビ
ー
カ
ー
Ｂ
、エ

レ
ピ
ア
ン

◇
希
望
し
ま
す

８
ミ
リ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、ギ
タ
ー
、ピ

ア
ノ
カ
バ
ー
、幼
稚
園
制
服（
ひ
ば
り

が
丘
、相
武
台
、孝
道
）、自
転
車

（
二
十
四
・
二
十
七
イ
ン
チ
、子
供

用
）、タ
ン
ス
、ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、ベ
ッ
ド

（
ベ
ビ
ー
、二
段
、三
段
）、姿
見
、ピ

ア
ノ
、ベ
ビ
ー
カ
ー
Ａ
、プ
リ
ン
タ
ー
、

ミ
シ
ン
、三
輪
車
、Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
、

ク
ー
フ
ァ
ン
、ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、物
置
、エ
ア
コ
ン
、ガ
ス

炊
飯
器
、ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、仏
壇
、エ
レ

ク
ト
ー
ン
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
ピ
ア
ノ
、

ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド

�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

電　話所在地医　院　名診療月日
外科系

０４６（２５６）５１１１相武台相武台病院１２月３日
０４６（２５６）１１７７入谷井上外科整形外科１２月１０日

婦人科系
０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科１２月３日
０４６（２５２）０６２５さがみ野原産婦人科医院１２月１０日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

１２月３日
１２月１０日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

不用�

品�
バ
ン
ク�

す
。費
用
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、十
一
人
の

審
査
員
が
事
件
の
審
査
に
当
た
り

ま
す
。審
査
員
は
、選
挙
権
を
持
つ

皆
さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば

れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
に
は
、国
民
の
代
表

と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、検
察
審
査
会
制
度
を
説

明
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、横
浜
検
察
審
査
会

事
務
局
�
０
４
５（
６
６
２
）６
４

１
６
へ
。

▼
お
わ
び

　

本
紙
十
一
月
一
日
号
五
面
み
ん

な
の
広
場
内「
ベ
ル
ホ
ー
ム
作
品
展

示
会
・
バ
ザ
ー
」の
記
事
中
、ベ
ル

ホ
ー
ム
の
電
話
番
号「
�
０
４
６

（
２
５
７
）１
２
１
１
」と
あ
る
の

は
、「
�
０
４
６（
２
５
７
）１
１
２

１
」の
誤
り
で
し
た
。お
わ
び
し
て
、

訂
正
し
ま
す
。

み
ん
な
の�

広
場�

内　
　

容

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　
　

き

　

月　

日 （
月
）

１２

１１

　

月　

日 （
水
）

１２

１３

対　
　

象

８
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

育
児
相
談

高
齢
者
医

療
の
手
続

き成
人
・
老

人
健
康
相

談個
別
健
康

相
談

街
頭
献
血

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
今
月
の
該
当
者
＝
昭
和
８
年　

月
生
ま
れ
の
方

１２

※
該
当
者
お
よ
び　

歳
以
上
で
、
ま
だ
医
療
証
の
交
付
を
受

６７

け
て
い
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
療
養
受
診

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
不
要
で
す
。

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝　

月　

日（
火
）午
前　

時
〜　

時　

分
、　

時　

１２

１２

１０

１０

４５

１０

４５

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

１１

３０

健
康
全
般
に
つ
い
て
、
栄
養
士
・
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま

す
▽
持
ち
物
＝
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝　

月　

日（
月
）▽
と
こ
ろ
＝
座
間
市
役
所
▽
受
付

１２

１１

時
間
＝
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分
▽
主
催

１０

３０

＝
座
間
市 と　

き

　

月　

日（
月
）

１２

１１

　

月　

日（
月
）

１２

１８

　

月　

日（
木
）

１２

２１

と
こ
ろ

ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
児
童
館

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

と　

き

　

月
８
日（
金
）

１２
　

月　

日（
金
）

１２

１５

　

月　

日（
金
）

１２

２２

と
こ
ろ

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
児
童
館

クリスマス
ホルンが奏でる鐘の音

○と　き　１２月１３日（水）
　　　　　午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　きよしこのよる、「フレー

ルジャック」変奏曲
　　　　　（ベルトゥロー）ほか
○演奏者　ホルン　宮田四郎
　　　　　ピアノ　河原井理恵

���

��������

　小・中学生の予防接種は、次のとお
りとなっています。該当する学年で、
まだ接種していない方は、３月末日ま
でに決められた委託医療機関で接種
（無料）してください。
　なお、予防接種には、保護者の署
名が必要となりますので、必ず保護
者が同行して接種を受けてくださ
い。
◆風しん＝中学2年生時に1回
　※風しんにかかった方、ＭＭＲの
接種を受けた方は、接種できませ
ん。
◆日本脳炎＝①小学4年生時に1回
②中学3年生時に1回
◆二種混合＝小学6年生時に1回
担当　　　　　　　　市民健康課
　�０４６（２５２）７２１３・�０４６（２５２）７０４３

小･中学生の

予　防　接　種
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